
 

 

 

夏休みから２学期へ 

 長く、暑い夏休みが終わりました。生徒たちはみんな、さあ 

２学期だ、がんばろう、思っていると思います。まず、今まで 

の家庭での生活のリズムを、学校生活を送るリズムにもどし、 

また、２学期はこのことに力を入れるという目標をもって、よ 

いスタートを切ってほしいと思います。 

 さて、この夏休みにロンドンオリンピックが開かれました。 

日本選手団はよく健闘し、史上最多のメダルを獲得しました。 

なかでも種目初だとか何十年ぶりのメダルというのが印象に 

深く残っています。 

その選手の一人が、「努力はやはり裏切らない」と言っていました。努力しても結果に裏切られること

はあるかもしれません。でも、努力しなかったら、絶対に結果はついてこないということも真実です。 

自分の目標に向かって、challenge（挑戦）、continue（継続）、create（創造）の３Ｃをモットーに努

力を続けてほしいものです。必ず夢を実現させよう。 

この夏休み中の教育活動や運動会の準備に３年生は、本当によく頑張ってくれました。頭が下がる思

いです。もうひとがんばりをお願いします。心を合わせて、最高のものを創り、下級生に模範を示して

くれることを期待します。そして、１，２年生は、これから部活動、生徒会など３年生からバトンタッ

チをされます。学校の中心としての役割を一歩一歩果たしていってください。 

私も３つのＣ（challenge（挑戦）、continue（継続）、create（創造））を頭に置いて、三井中学校が

さらにすばらしい学校になるよう努力します。 

生徒、職員、保護者、地域の皆さんの力を結集して、さらに学校を盛り上げていきましょう。 

 

２学期の主な学校行事                   

9/15（土）保小中公民館合同運動会（雨天の場合 17 日に順延）  

振替休業日は 18 日（火）です。 

9/22（土）輪島市中学校新人バスケットバール大会 

（新チームになっての初めての公式戦です） 

10/16（火）17（水）2 学期中間テスト  

※優秀賞（400 点以上）努力賞（20 点以上アップ）を目指して！ 

10/20（土）21（日）全能登中学校新人バスケットボール輪島大会    

11/1（木）いしかわ教育の日 ～7（水）教育ウィーク・学校公開   

11/3（土）文化祭予行  

11/4（日）三井中文化祭  11/5（月）6（火）振替休業日   

12/6（木）～10（月）2 学期期末テスト 

12/21（金）2 学期終業式 

12/23（日）通知簿渡し 

 9月1日は、関東大震災（1923年）が起きた日で、「防災の日」で

した。輪島市でも大規模な防災訓練が実施されました。「釜石の奇

跡」でも分かるように、日頃の訓練と危機管理がとても重要です。 

 今一度、地震発生時や津波警報発令時の行動はどうすればよいか、備えは十分かを考えてみ

ましょう。自分の命は自分で守る！そのことが他人の命も守ることにもつながります。 

平成２４年度９月３日号 

輪島市立三井中学校だより 

《 学校教育目標 》 
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親力爆発！夏休み中のＰＴＡ活動、大盛況！ありがとうございました。 

 今年の夏休みも、資源物回収、学年行事、あての森フェスティバル出店、除草作業といろいろなＰＴ

Ａ行事が計画されました。暑い中、たくさんの方に参加していただきました。三井中ＰＴＡの繋がりの

深さを感じました。子どもたちは、感謝の心とあらためて尊敬の眼差しでお父さん、お母さんの姿を見

たことでしょう。また、将来自分がＰＴＡの立場になったとき、きっと様々な活動に汗をかいてくれる

ことと思います。本当にありがとうございました。一部を紹介します。 

《資源物回収》 ７／２９（日）          《学年行事》 

 

《あての森フェスティバル出店》８／１４（火）   《除草作業》８／２６（日） 

 

『自分でどう考えるか』 三井中学校２年 道下佑哉 （輪島市少年主張大会優秀賞受賞） 

 「君は、本当の人生と、ウソの人生と、どっちを生きたいと思う。僕は本当の人生を生きたいと思い

ます。」これは、「１４歳の君へ」という本の問いかけです。僕は、この本を読んでいろんな事を考えま

した。 

 みんな、「自分らしく生きる」ということができればいいと考えるでしょう。でも、それはどうすれば

いいか、わからない時もあり、わかってもできない事が多い、生きる上で最も難しいことだろうと思い

ます。人間関係を崩したくないから自分の気持ちを隠したり、我慢ができずに物事をやめてしまったり、

欲しいものが手に入れられずに自分は不幸だ、と決めつけたり。 

 人間について、この本を読んでから考えてみました。まぜ、自分の気持ちを主張できないのか、それ

は嫌われるのが怖いからだと思います。僕も誰かに嫌われるのは嫌です。でも、それ以上に相手が本当

の自分を、僕を信用して見てくれないのは悲しいです。僕の個性を受け入れてくれないなら、その人は

本当の友達ではない。最終的には、僕は、友達が多くなくても信用できる友達が確実にいる方が良いと

思うのです。僕の学校はバスケ部しかありません。でも僕は仕方なくバスケットをしていません。バス

ケが好きだからやっています。好きだからこそもっと上手になって、勝ちたい。そのために時間を無駄

にせず上手くなることに努めています。もちろんやりたい事が他にないわけではありません。たとえ時

間をおしまずに使った結果が自分の納得したものにならないとしても、自分が選んだ事なので悔いはな

いし、最後までこの姿勢を貫こうと思います。好きなことをして目標に向かうこと。今はただ、毎日を

必死で頑張ることです。 

スポーツだけじゃなくこの本を読んで考え方も変わりました。迷った時は、正しい事をやるようにし

ています。嫌われても、正しい事は正しいのでやっていこうと思います。いつもその事を胸に、行動し

ています。自分の頭で考え、判断し、行動する時、人と違う行為になると勇気が必要です。けれど、や

っていく。この積み重ねが「自分らしく生きる」という事だと思うのです。 

僕は、こういうふうに考え、行動できることも、努力できる時間が十分にあることも大切にしなけれ

ばいけないと思います。世界には戦争で働かなければいけない子どもたちがたくさんいます。その子ど



もたちは自分で選んだわけではないのにスポーツや勉強ができません。僕たちのように機会を与えられ

ている人は、人生を無駄に過ごさず、自分らしく考え、自分らしく生きなくてはいけないと思います。

だからまず、大切なもの、譲れないものをもちましょう。そして、それに向かって自分で納得できるま

で挑戦し続ける事、正しいと思った事をしっかりと主張すること。これが、僕の今の自分らしく生きる

方法です。 


